


桃の節句のひな人形、端午の節句の五月人形など、日本では親が子の成長や健康を祈り、人形を贈る文化が受け継がれてきた。ひな人

形は８〜12世紀には公
く げ

家の遊び道具だったが、17世紀に入ると庶民にも普及。衣裳着人形として発展を遂げた。その歴史を今に伝える

江戸衣裳着人形の工程では、“如何にして人形に生命を吹き込むか”に心血が注がれる。木彫りで目や鼻、口を彫り、人間らしい空気

感を表現する原型づくり。ガラス玉の瞳を入れた後の切り出しでは、 瞼
まぶた

をどれくらい開かせるか、目と目をどれくらい離すかによって、

人形が醸し出す優しさ、力強さといった印象が決定する。唇に紅をさすと体温を帯び、あえてデフォルメすることで人間らしさを演出

するポーズを振り付ければ、たちまち生命が躍動する。職人は日常生活でも美を探究し続け、街で目にしたものにインスピレーション

を得ることもある。人形と目が合った瞬間、運命的な出会いの如く惹かれるのは、そこに確かな生命力が息づいているからだろう。

Edo Ishogi  
Ningyo	
(Costumed 
Dolls)

磨 い て き た の は 、

生 命 を 吹 き 込 む 技 術 で し た 。
 

江
戸

衣
裳
着
人
形
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Edo Kiriko
(Cut Glassware)

19世紀に生まれた江戸切子は、ヨーロッパのカットグラスの技法を取り入れた工芸品である。切子の産地は江戸以外にも薩
さつ

摩
ま

（現在の

鹿児島県）が知られる。時の権力者の庇
ひ ご

護を失った薩摩切子が一時途絶えたのに対し、庶民の日用品として愛用された江戸切子は伝統

を脈々と受け継ぐ。光の反射が魚卵の連なりに似ていることに由来する魚
なな

子
こ

をはじめ、二十種ほどある伝統的な文様は、少しも色褪せ

ることなく現代の食卓に華やぎをもたらす。職人たちは伝統的な文様を受け継ぐ一方、オリジナルのカットを用いた製品づくりにも貪

欲だ。厚さ２〜３ミリほどの色
いろ

被
き

せガラスを削る薩摩切子のぼかしの技に対し、江戸切子は厚さ1ミリ弱の色被せガラスに繊細な彫り

を施し、その特徴であるシャープで鮮明な輝きを生み出す。上から覗き込むと万華鏡のように光が反射する切子の人気は高いが、透明

ガラスに文様を施した切子のシンプルな美しさも再評価されている。日本酒、ビール、ワイン用など様々な形状が作られ、日用品とし

ての使い勝手の良さ、長く使っても飽きのこないデザインが追求され続けている。

色 ガ ラ ス に 、色 ガ ラ ス に 、

光 の 通 り 道 を 刻 み 込 む 。光 の 通 り 道 を 刻 み 込 む 。

江戸
　 切子
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女 の 子 の 健 や か な

成 長 を 願 うと 、

自 然 と 華 や か な も の が

生 み 出 さ れ た 。

新年に行われる伝統的な遊戯である羽根突

きには、人々の無病息災を願う想いが込め

られている。17世紀以降、羽根を打つ羽

子板を女児の誕生祝いに贈る習慣が始まり、

綿を布でくるみ、立体的な絵柄を仕上げる

押絵の技法が発達した。歌舞伎の場面を

再現した羽子板が庶民の間で流行し、鑑賞

用の羽子板としての装飾美が追求されてき

た。日本舞踊や日本画、歌舞伎などをもと

に、振袖を着た女性や歌舞伎役者が伝統的

なモチーフとして受け継がれている。日本

舞踊や歌舞伎の場面を再現し、躍動感のあ

る動きを表現するのは難しく、図案を考え

る職人は舞台を観て構想を練る。職人は台

形に近い板の形を最大限に生かし、躍動感

と立体感を表現する中で、特に人物の表情

にこだわる。目鼻立ちに時代の変化を取り

入れ、美しく生き生きとした表情を追い求

める。壁飾り用や卓上用など、飾る場所に

応じたサイズの製品も作られ、正月に飾ら

れる女児の誕生祝いの縁起物、歌舞伎ファ

ンのコレクションとして人気を誇っている。

Edo Oshi-e  Hagoita
(Padded Collage Paddles) 江戸

押絵羽子板
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子 ど も へ の 愛 が 、

堅 牢 な 鎧 に 姿 を 変 え た 。

８〜12世紀、武将が騎馬に乗って戦う

ようになると、全身を弓矢から守るため

の防具として、大鎧と呼ばれる甲冑が登

場した。江戸甲冑がモチーフとするのは、

その大鎧である。甲冑は防具である一方、

金工や漆工、染
せん

織
しょく

皮
ひ

革
かく

などの技術が結実

した、日本独自の美を内包した装束でも

ある。二百年以上、大きな内戦が起きな

かった17〜19世紀中盤になると、親が男

子の健やかな成長を願う端午の節句にお

いて、強さのシンボルともいえる大鎧を

飾るようになった。その後、兜や鎧、そ

れらを装着した五月人形を飾る習慣が庶

民に浸透した。きらびやかな装飾を施し

た京都の甲冑に対し、江戸甲冑は入念な

時代考証のもとに大鎧を再現し、重厚な

意匠と質実剛健を特徴とする。本物の甲

冑同様、細部の部品まで手作業で作るた

め、完成までの工程は五千にも及ぶ。子

が成長してからも親が子を想う気持ちを

感じてほしいという職人の想いは、頑丈

で色褪せない風格を持った甲冑に注がれ、

絶えることのない親の愛の結晶として子

どもに受け継がれていく。

Edo Katchu
( Warrior  Armor)江戸

　 甲冑

29



主に東南アジアに生息するヤシ科の植物で

ある籐は、しなやかで軽く、堅牢であるこ

とを特徴に持つ。竹に比べて巻いたり結ん

だりする作業に適し、古くから様々な製品

に用いられてきた。「東京籐工芸は素材あ

りき」と断言する職人は、籐の中でも耐久

性や通気性に優れたインドネシアやマレー

シアの素材にこだわり、決して素材を無駄

にしない。無論、連綿と受け継がれてきた

技術力も高い。組立はすべて手作業によっ

て行われ、釘が見えないようにする細かい

配慮がなされる。部位によって編み方を変

えて最適な張りや硬さを目指し、コブを作

って滑りにくくする技は、素材を100％生

かして機能性を追求する心意気の表れであ

る。時代ごとに変化するニーズに対応する

一方、「手仕事は心の仕事である」との想

いから、古い籐製品の修理も受け付けてい

る。スツールや椅子、ベッドはひんやりと

した肌触りが心地よく、柔らかくフィット

する枕は外国人の心もとらえる。盆栽の台

にするなど、海外にはディスプレイとして

籐工芸の風合いを楽しむ人もいるという。

暮 ら し と 体 に 溶 け 込 む 、

芸 術 的 日 用 品 。

Tokyo Tokogei
(Rattan Craft)

東
京

 
籐
工
芸
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気 が 遠 く な る ほ ど の

針 数 が 、 こ の 解 像 度 と

輝 き を 生 み 出 す 。

日本の刺繍の歴史は、今から約千四百年前にまで遡る。仏教の伝来と共に刺繍による仏像が

作られたのが始まりで、17世紀以降、刺繍入りの着物が町人階級にも普及。江戸刺繍は京風、

加賀風に並ぶ日本刺繍の代表格と称されるようになった。製作は依頼人のオーダーを聞くとこ

ろから始まり、図案や色などを決定。糸は赤一色でも二十種類近いバリエーションがあり、日

本の伝統色に精通した職人の色彩感覚が発揮される。複数ある縫い方の中には、糸を駒に巻

き、駒をはわせながら綴
とじいと

糸で留めていく駒縫いなど、日本独自の技法も存在する。職人は伝統

的な技術を応用した新たな作品づくりに挑戦し、アーティストとしての個性を克明に刻んでゆ

く。多いときには数万回に及ぶ針数が生み出す細密画の如き作品は、絹糸ならではの光沢を放

ち、木綿糸を使用する製品にはない質感を帯びる。角度を変える度に絹糸が輝きを変えること

から、絵画や写真とは異なる魅力を持った鑑賞作品としての価値も高い。

Edo Shishu
(Embroidery) 江戸

    刺繍
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彫 っ て い る の で は な い 。

木 の 中 に 存 在 して い る

像 を 取 り 出 して い る ん だ 。

Edo Moku-
Chokoku
( Wood 
Sculptures)

今にも天に向かって翔け上がりそうな龍、躍動感

に満ちた獅子。日本の木彫刻は豊かな表現力と

緻密な彫りを特徴とし、世界遺産である日光東照

宮の陽明門など、歴史に残る芸術品を生み出し

てきた。仏像の彫り師が小刀とノミを使うのに対

し、江戸木彫刻の職人が小刀を用いないのは、大

工の技をルーツに持つためである。社殿や寺院な

どの柱・欄
らん

間
ま

などの建築用装飾に始まり、祭りで

使われる山
だ し

車や神
み こ し

輿の装飾へ発展する中で、江戸

木彫刻の技術は磨かれてきた。職人は数百本ある

ノミを使い分け、奥にある枝、手前に飛び出す鳥、

人物同士の視線の交わりを立体的に表現していく。

江戸木彫刻においてヤスリをかけるのは素人仕事

と考え、ノミの切り口によって木の輝きを引き出

す。職人は技巧の細かさよりも気品のある仕上が

りを大切にし、龍であれば鼻筋を通し、人物であ

れば眼差しや口元に注意を払う。堅牢な木材を使

った木彫刻は百年、二百年先まで残り、見る者が

自然と祈りを捧げたくなる荘厳さを宿らせる。

江
戸

 
木
彫
刻
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Tokyo Chokin
(Metal  Chasing)

かつて武士の刀剣や甲
かっちゅう

冑に用いられた彫金の技は、18世紀頃、日本画の筆
ひっせい

勢を彫金で再現するために生まれた片
かた

切
きり

彫刻によって進化

を遂げた。これによって彫金は煙
き せ る

管や根付けといった庶民の日用品に浸透し、その技術は1885年のドイツ・ニュールンベルグ金工万国

博覧会で高い評価を得た。片切彫刻とは、 鏨
たがね

の刃の片側を使った日本独自の技法である。金属に対して刃の片側を斜めに打ち込むた

め、彫り跡に深い部分と浅い部分の差が生じる。その差は彫り跡に陰影をもたらし、日本画に用いる筆のかすれ具合を再現する。大胆

に余白を生かした構図、絞られた色数もまた、日本画の美しさを追い求める。完成品では日本画と彫金という異なるジャンルの芸術が

融合し、職人が目指す美の競演が実現される。年数を経るごとに変化する金属の質感は味わい深く、指輪やペンダント、着物の帯留め、

金属製オイルライターなど、長年にわたって製品を愛用する人は多い。職人は購入者との付き合いを大切にし、オーダーメイドはもち

ろん、生涯にわたって製品の修理に応じている。

金 属 を キ ャン バ ス に 、

日 本 画 を 描 き 出 す 。

東京
　 彫金
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東京打刃物のルーツは日本刀にある。1871

年に日本刀の所持を禁止する廃刀令が公布

され、刀鍛冶の多くが業務用・家庭用の刃

物づくりへの転業を余儀なくされたためであ

る。東京打刃物は刀鍛冶が磨き上げてきた技

術を受け継ぎ、鋼には日本刀同様、日本独自

の和鋼である安
やす

来
き

鋼
はがね

の中でも最高品質のも

のを用いる。切れ味が長持ちし、刃欠けしに

くい東京打刃物の性質は、不純物を極限まで

排した安来鋼などの材料に負うところが大き

い。地
じ

鉄
がね

と鋼に1000℃の熱を加え、金槌で一

撃を加えて生み出される包丁や 鋏
はさみ

は、美し

いフォルムと輝きを持つ。ヨーロッパの刃物

の多くが物を切る際に力を必要とするのに対

し、東京打刃物の包丁はほとんど力を必要と

しない。たとえるなら、力を入れて分断する

のではなく、軽く触れるだけで裂くという日

本刀の特性に近い。鋏も繊維の一本一本を確

実に裁つ精密さを備える。軽くて持ち疲れせ

ず、その美しさと使い心地の良さが百年続く

といわれる一生ものだ。

Tokyo Uchihamono
(Hand Forged Blades)

こ の 国 で は 鋏 で さ え 、

日 本 刀 と 同 じ よ う に

鍛 え 上 げ ら れ る 。

東京
 打刃物
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Edo Hyogu
(Scrol l  Mountings)

数百年前の書画が今も美しく保存されている

のは、表具によって書画の本紙をはじめ、周

囲を裂
きれ

や和紙で補強し、仕立て直しているた

めである。書家や画家からオーダーを受けた

表具師はまず、直感的に色や柄の取り合わせ

をイメージする。作品の雰囲気を生かすも殺

すも裂
きれ

地
じ

次第。顧客の趣味や生活様式を参考

に、対話を重ねながら裂地の質感や配色を決

めていく。本紙の劣化を防ぐ裏打ちでは、し

っとりと柔らかくなるまで五〜十年保存した

和紙を作品の裏に貼り付ける。無論、作品は

ひとつしかなく、失敗は許されない。職人は

目に見えない部分で手を抜くことを「逃げ」

と呼んで忌み嫌い、命の次に大切な道具を他

人に触らせることはない。そうした職人の 矜
きょう

恃
じ

は揺るぎなく、日本画、書、版画、茶道な

ど、あらゆる素養を身につけ、生涯の宝とする。

近年は、あらかじめ取り合わせが決められた

作品や、海外から送られてきた作品にも対応

しているが、対話を重んじ、作品を引き立て、

保存性を高めるという信念を失うことはない。

数 百 年 前 の 書 画 が 、

今 も 美 しく

存 在 して い る 理 由 。

江戸
　表具
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Tokyo Shamisen
(Three-Str inged Musical  Instrument)

奏 者 と 職 人 の ア ン サ ン ブ ル で 、

そ の 音 色 は 奏 で ら れ る 。

四百年以上の歴史を持つ伝統的な

和楽器である三味線は、用途と大

きさによって大きく三種に分類さ

れる。原型とされる長唄用を代表

とする細
ほそ

棹
ざお

、民謡や箏
こと

との合奏に

用いる地唄用を代表とする 中
ちゅう

棹
ざお

、

津軽三味線や義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

に用いる太
ふと

棹
ざお

で、いずれも棹の部分が音色の要

となる。関西地方では棹づくりは

分業されているが、東京三味線では一人の職人が仕上げまでを行う。奏者と向き

合い、一人ひとりに合った三味線を作るためだ。棹の素材はインド産の紅
こう

木
き

が最

高級とされ、硬い木質が良質な音を生む。ただし、硬い木質の棹で求める音を出す

には相当な力量を必要とする。職人は奏者の力量を見極めた上で素材を選び、求

める音色を如何に弾きやすくできるかを考えながら、修理は必要とするが末長く

使い続けるのことのできる三味線を作り上げていく。オーダーメイドの仕上がり

に対する奏者の信頼は厚く、近年は古い三味線を修理・再生し、初心者に安く提

供する活動も盛んである。

東
京

 
三
味
線
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Edo Fude
(Handmade Cal l igraphy Brushes)

17〜19世紀にかけて、学問や芸術が庶民に浸透するに伴い、江戸筆は発展を遂げた。その大半はオーダーメイドによって作られ、ミリ

単位で毛の長さを整える技術を求めて、名だたる書家・画家が江戸筆を愛用している。筆の生産地である中国や韓国から注文がくるこ

とも珍しくない。毛には、墨や絵の具を最適に含むという理由から山
や ぎ

羊、馬、狸などの獣

毛が使用され、使い手の筆跡や筆圧、用途に応じて毛の使い分けがなされる。頑丈に作

られているため毛が抜けることはほとんどなく、筆圧に応じて毛が均一にすり減っていく

ため、手になじみやすい。墨持ちが良い上、筆勢に独特の濃淡やかすれをもたらし、アー

ティストの個性を支えている。筆づくりには三十近い工程があるが、職人たちは金属の櫛
くし

で毛を梳
す

く工程にこだわる。丹念に梳くことによって、曲がった毛や折れた毛が取り除か

れ、良質な毛のみが残った筆が完成する。歯がすり減った櫛は職人の勲章であり、一本

の筆を完成させるまでにかけられた時間と労力を物語っている。

世 界 最 高 の 識 字 率 を 誇 っ た

都 市 を 支 え た 書 き 心 地 。

江戸筆
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無地染とは、一反（13メートル弱）の白い生地を顧客の好みの色に染める、最も基本的な染色法である。色見本は微妙な濃淡の違いも

含めて百七十色あり、柄や厚さが異なる生地にオーダー通りの色を再現することは容易ではない。目安となる色の設計図はなく、職人

は基本となる五色の染料を混ぜ合わせ、理想の色に近づけていく。色彩感覚を研ぎ澄ませるために体調を整え、作業中は集中力を途切

れさせないために来客の応対もしないという。古代の草木染めに始まる無地染は、自然界の色彩を衣服に映し込む技だといえる。ナチ

ュラルな色合いは飽きがこず、品の良さを特徴とする。一度染めた無地染はほかの色に染め直すことも可能で、年齢に応じて色を変え

る顧客も多い。オーダーメイド以外にも、職人の感性を生かしたストールの製作も行い、どんな洋服にも合わせやすい色合いが人気だ。

求 め て い た 色 は す べ て 、

自 然 界 に あ っ た 。

Tokyo Mujizome
(Plain Dyeing) 東京

　無地染
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Tokyo Koto
( Japanese  Harp)

伝統的な和楽器である東京琴は、18世紀頃に現在の原形が作られ、時代と共に改良を重ねて

きた。長さや厚み、反り具合を変えて音量を増やし、琴
こと

爪
づめ

を大きくして音質をクリアにするこ

とで、東京琴ならではの美しい音色と余韻が確立された。東京琴が目指す優れた琴とは、職

人と奏者、そして両者を仲介する楽器店が満足するものである。職人は奏者のオーダーをも

とに、奏者の力量や修練を踏まえながら、理想の音が出ることを考えて製作に取りかかる。甲

羅と呼ばれる胴体部分を削る作業は、削り加減によって音色が左右される重要な工程だ。素

材となる桐は産地や育った環境によって硬さや木味が異なり、職人は甲羅の厚さを調節しな

がら内側を削っていく。桐の年輪や木口を見極め、表面の木目の美しさを生かすために、完

成品の出来栄えを予測しながら仕上げに取りかかる。そうした職人の技と経験が琴づくりに

注がれ、職人と奏者の合作として唯一無二の音を生み出している。

奏 者 の 力 量 に チ ュ ー ニ ン グ す る 。

つ ま り 、 世 界 に ひ と つ し か 存 在 し な い 。

東
京
琴
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暮 ら し は 変 わ る 。

美 意 識 は 受 け 継 が れ る 。

江戸からかみは、日本家屋の間仕切りである 襖
ふすま

の装飾として発展を遂げた。仏教の 経
きょう

典
てん

や和歌をしたためる紙を装飾したことが始ま

りで、長い歴史の中で技術が磨かれてきた。現在では襖をはじめ壁紙、タペストリーへと用途が広がっている。多種多彩な文様を和紙

に表現するため、製作には独自の技術を持った複数の職人が携わる。版木に彫刻された文様を木版手摺りで和紙に写す唐紙師、金銀箔

や箔を粉にした砂
すな

子
ご

で飾り付ける砂子師、織物の型紙染めを応用して文様を摺り込む更紗師が、技を競い合うように江戸からかみを作

り上げてきた。町人文化を反映した文様は大らかさとダイナミックさを特徴とし、草花や波といった伝統的なモチーフは普遍的で洗練

されたデザイン性を持つ。モダンな空間に江戸の美意識が溶け込み、和紙の温もりある質感が落ち着きをもたらす。襖に江戸からかみ

を用いた東京の住宅は人気が高く、ホテルなどでの使用も広まっている。また、江戸からかみの魅力を広く知ってもらうために、封筒

や文房具などの製品も手がけている。

Edo Karakami
(Hand-Made Patterned Paper  for  Interiors)江戸

 からかみ
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現 実 よりも

鮮 烈 に 表 現 せ よ 。

およそ千二百年前から培われてきた日本の木版画技術は、17世紀に成立した浮世絵版画をもって開花する。葛飾北斎、歌川広重といっ

た名だたる絵師の描いた絵を木版に彫り、紙に摺る江戸木版画の技術によって、浮世絵は広く流通し、江戸を代表する大衆文化となっ

た。浮世絵はジャポニスムの象徴として海外人気が高く、それ故に機械印刷による廉価版も多い。しかし、真の浮世絵を生み出してき

た江戸木版画の技術で作られたものでなければ、浮世絵の本当の魅力を知ることはできない。工程は彫師と摺師の分業制によって行わ

れ、和紙は最高級の越
えち

前
ぜん

生
き

漉
ずき

奉
ほう

書
しょ

紙
し

を使用。百色以上の多色摺りが可能で、彫師は色数に応じた枚数の板を彫る。絵の具は見た目と

和紙に摺ったときの印象が異なるため、摺師は温度や湿度によって変化する和紙の質感を見極めながら色を重ねていく。摺師の繊細な

色彩感覚、バレンの力加減によって帯びるぼかしによって、“現実よりも鮮烈な臨場感”を描いた浮世絵の魅力が初めて再現される。

Edo Moku-hanga
( Woodblock Prints)江戸

 木版画
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Tokyo Shippo
(Cloisonne 
Enamelware)

国 の 英 雄 を 讃 え る た め の 技 術 を 、

日 々 の 装 い に 。

七宝焼きとは、金属製の素

地 の 上 に 色 ガ ラ ス の 粉 の

釉
ゆうやく

薬を高温で焼き付け、彩

色 を 施 し た 工 芸 品 で あ る。

17〜19世紀、幕府専属の七

宝師による技術は門外不出

とされた。19世紀後半には

政府の勲章を作るために西

洋の技術を取り入れ、東京

七宝として進化を遂げてきた。色ごとの境界の明瞭さ、色鮮やかな図柄の精

巧さは高く評価され、校章や記章などに広く用いられている。現在、海外で

はガラス素材を用いた七宝は積極的に生産されておらず、日本独自の技術だ

ともいえる。東京七宝の職人がガラス素材にこだわるのは、仕上がりの美しい

質感、透明感がほかの素材では得られないためだ。一色ごとに焼き付けを繰

り返し、表面を研磨することで柄を浮かび上がらせる。巧みに使い分けられた

透明色と不透明色が平面に奥行きを与え、完成品は落ち着きのある輝きを放

つ。タイピンやカフスボタン、ピアスやペンダント、ネックレスなど用途は幅

広く、オーダーメイドで浮世絵をモチーフにした七宝を作ることも可能だ。

東
京
七
宝
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そ の 肌 触 り を 作 る た め に

必 要 な の は 、 手 作 業 で し た 。

近代化に伴って欧米から伝わったブラシは、洋服ブラシ、靴ブラシ、ボディブラシなど、幅広い製品展開を遂げてきた。その多くが機

械で作られるようになった今も、手植えを貫いているのが東京手植ブラシである。使用される毛は馬や豚などの獣毛や植物繊維で、ま

ずは良質な毛以外を処理する整毛を行う。次に行う植毛の工程に、職人の技量が最も発揮される。毛は胴体や尻尾など部位によって性

質が異なるため、柔軟性や弾力性を見極めながら毛を使用する。そして、全体のバランスを見ながら、手の感覚を頼りに適量を掴んで

穴に植えていくことで、毛が抜けづらい耐久性など、機械製との圧倒的な違いが生まれる。穴の密集度は何度も試作して導き出された

ものだ。馬毛で作られた洋服ブラシは、カシミヤや着物といったデリケートな生地の光沢を保ち、ダメージを与えない。肌に触れるブ

ラシには毛が細くてソフトな山
や ぎ

羊の毛を用い、毛にやさしく包み込まれるような特別な感触をもたらす。職人たちは変わりゆくニーズ

に即したブラシを作ることを本懐とし、日々、究極の毛を求めて研究を重ねている。

Tokyo Teue Brush
(Handmade Brushes) 東京

手植ブラシ
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洗 練 さ れ た 飲 み 口 は 、

水 の 味 ま で 変 え て し ま う 。

Edo Glassware
(Glassware ))

18世紀初頭、中国やヨーロッパから伝来した技術と日本の技術のハイブリッドとして生まれた江戸硝子は、19世紀の終わりには東京の

地場産業として隆盛を極めた。オートメーションによる大量生産が主流の海外に対し、内需を基本とする日本で繁栄を遂げた江戸硝子

は、多品種少量生産の道を選んだ。オーダー通りのオリジナル製品を正確に作り上げ、小ロットでも安価に対応できるのは、あらゆる

形状の製品を作ってきた経験と実績によるものだ。近年、ヨーロッパでもガラス工場が減少の一途をたどる中、日本有数のガラス製品

の産地である東京の名は世界に轟きつつある。口当たりの良いタンブラーやワイングラスは高い評価を獲得。ユネスコ無形文化遺産に

登録された和食と共に脚光を浴びる日本酒用のぐい飲みやグラスは、味わいや香りを引き立てるために計算された形状を持つ。常に高

いクオリティーを保つために修行を積んだ職人の技術は、ヨーロッパの高級クリスタルブランドと並び称される。

江戸
　 硝子
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手 描 き の 風 合 い が 、

そ の ま ま 家 の 顔 に な る 。

紙から漏れる蝋
ろうそく

燭の灯りによって、空間を温

かく演出する提灯。その歴史は16世紀に遡り、

その後、細い竹を用いた円状の骨組みに紙を

貼り、上下に伸縮する現在の形の原型が作ら

れたとされる。17〜19世紀には生活に欠かせ

ない照明として庶民に浸透。江戸手描提灯は、

当時の文字や家紋の描き方を受け継ぐ。家紋

とは、貴族や武家、商人らが、自らの家系や

家柄を示すために装飾品や武具に記した模様

のことで、ヨーロッパで貴族や騎士が用いた

紋章に似ている。家ごとに描き順などのルー

ルが細かく定められているが、職人はどんな

に複雑な家紋でもフリーハンドで描き、文字

と家紋が程よいバランスに収まった“江戸の

型”を崩さない。その高い技術は新しい試み

にも応用され、近年ではキャラクターやロゴ、

あるいは外国人の名前を当て字にして描くこ

ともある。折りたたむことで持ち運びしやす

く、広げたときにインパクトのある提灯は土

産物にも最適で、インテリアやランプシェー

ドとして室内をさり気なく彩ってくれる。

Edo Tegaki  
Chochin
(Hand-Painted 
Paper  Lanterns)

 

江
戸

手
描
提
灯
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Tokyo YaogasaTokyo  Yaogasa
(Tokyo  Umbre l l a )(Tokyo  Umbre l l a )

1854年（安政元年）にペリーが日米和親条約締結のために浦賀に来航した際、洋傘が持ちこまれ、世間の注目を浴びたと言われる。

1872年（明治5年）に洋傘製造会社が組織され、東京の職人たちの手により東京洋傘の本格的な生産が始められた。骨屋、手元屋、生

地屋、それらを組み立てる洋傘職人による分業で行われる。一切の妥協を許さず、手間を惜しまない職人により作り上げられた東京洋

傘には、均一でバランスのとれたフォルムを追求するが故に編み出された高い技術を要する東京独自の縫製技法や、使う者の使い心地

を高めるための職人の細やかな心遣いも散りばめられている。 装飾的な美しさと機能性を兼ね備えた東京洋傘は、雨傘としても日傘

としても大きな役割を果たす。雨の日は雨傘を、日差しの強い日は日傘を使用することで、天候による憂鬱な気分を喜びに変え、我々

の心を豊かにする。

憂 鬱 な 雨 の 日 を

喜 び に 変 え る 魔 法

東京
　洋傘
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日常でも、人生の節目においても、「印章」は自己の権利や義務、所有の“唯一無二”の証明として日本人の社会生活に密接に関わっ

てきた。江戸時代から続く東京手彫り印章は、文字のデザイン、字入れ、荒彫りといった異なる技術が必要とされるが、すべての工程

をたった一人で行う。髪の毛一本分の精度が求められる彫刻を施せるのは、都内でも一握りの職人のみ。実に緻密で、気の遠くなるよ

うな作業を重ねて完成させる印章には、随所に熟練の技が光る。印章が大量に製造される現代において他に類を見ない技術力は、機械

では決して真似ることができない“唯一無二”の芸術作品とも言える。美しい東京手彫り印章の伝統は、これからも職人の思いととも

に受け継がれていく。

す べ て の 工 程 は

“ 唯 一 無 二 ” の 為 に 。

Tokyo Tebor i  Insho  Tokyo  Tebor i  Insho  
(Hand-Car ved  Sea l s )(Hand-Car ved  Sea l s ) 東京

手彫り印章
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